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受験番号 氏 名

次の各問に答えよ。
⑴　2つの放物線 y ＝ 3x 2－ 18x ＋ 23と y ＝ ax 2＋ 2x ＋ b の頂点が一致するように定数 a，b の値を定めよ。

⑵　90°＜θ＜ 180°とする。sinθ－ 13 cosθ＝ 1のとき，sinθ，cosθ，cos 2θの値をそれぞれ求めよ。

⑶　座標平面上の点（2，2）と直線 2x ＋ y ＋ k ＝ 0の距離が kとなるような定数 k の値を定めよ。

1

数　学

令和８年度　一般選抜（後期日程）入学試験問題

点

（ 1／ 2）



受験番号 氏 名

kを定数とする。3次関数 f（x）＝ x 3＋ 3kx 2－ 8kx ＋ 8k 2について，x ＝ 1における接線が x 軸に平行である
とき，次の各問に答えよ。
⑴　k の値を求めよ。
⑵　関数 f（x）の極値を求めよ。

数列｛an｝において，bn ＝
1
an
とすると，数列｛bn｝は等差数列になる。このとき，次の各問に答えよ。

⑴　a 2＝ 8，a 7＝ 3のとき，一般項 an を求めよ。また，数列｛an｝において，値が整数となる項をすべて挙げ，その
値をそれぞれ求めよ。

⑵　⑴のとき，
22

k＝1
 ak ak＋1を求めよ。
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1 ⑴ y ＝ 3x2－18x＋23 ＝ 3（x2－6x）＋23 ＝ 3（x－3）2－4

この放物線の頂点の座標は（3，－4）

y ＝ ax2＋2x＋b ＝ a（x2＋
2
a

x）＋b ＝ a（x ＋
1
a ）

2

－
1
a
＋b

この放物線の頂点の座標は （－
1
a
，－

1
a
＋b）

2つの放物線の頂点が一致するので

　　　 　　－
1
a

＝ 3 ……①

－
1
a
＋b ＝－4 ……②

①より a ＝－
1
3

②に代入して b ＝－7

よって a ＝－
1
3
，b ＝－7　　……（答）

⑵ 与式より，sinθ＝ 1＋
1
3

cosθである。sin2θ＋ cos2θ＝ 1より

　　（1＋
1
3

cosθ）
2

＋cos2θ＝ 1 　1＋
2
3

cosθ＋
1
9

cos2θ＋cos2θ＝ 1

 　
2
3

cosθ＋
10
9

cos2θ＝ 0

 　3cosθ＋5cos2θ＝ 0

 　（3＋5cosθ）cosθ＝ 0

90°＜θ＜ 180°なので cosθ＝ －
3
5
　　……（答）

よって sinθ＝ 1＋
1
3

cosθ＝ 1＋
1
3
・（－

3
5 ）＝ 4

5
　　……（答）

また，2倍角の公式より cos2θ＝ 2cos2θ－1 ＝ 2・（－
3
5 ）－1＝－

7
25

　　……（答）

⑶ 点と直線の距離の公式から，与えられた条件は

　　　　　
｜2・2＋2＋k｜

22＋12
＝ k　

⇒

⇒　｜6＋k｜＝ 5 k

と書ける。ここで，k ＞ 0なので，6＋k ＞ 0となる。よって，6＋k ＝ 5 k を解けばよい。

6＋k ＝ 5 k を k について整理すると k ＝
6

5－ 1
＝

3（ 5＋1）

2
　　……（答）
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f（x）の導関数は  f '（x）＝ 3x2＋6kx－8k

x ＝ 1における接線が x 軸と平行であるとき，微分係数  f '（1）は0なので

　　f '（1）＝ 3・12＋6k・1－8k ＝ 3－2k ＝ 0

よって k ＝
3
2
　　……（答）

⑴

⑴より，k ＝
3
2   なので

　　f '（x）＝ 3x2＋6kx－8k ＝ 3x2＋9x－12 ＝ 3（x2＋3x－4）＝ 3（x＋4）（x－1）

f '（x）＝ 0とすると，x ＝－4，1なので，f（x）の増減表は次のようになる。

x … －4 … 1 …

f '（x） ＋ 0 － 0 ＋

f（x） → 極大
→

極小 →

f（x）＝ x3＋
9
2

x2－12x＋18 なので

　　f（－4）＝（－4）3＋
9
2
・（－4）2－12・（－4）＋18 ＝ 74

　　f（1）＝ 13＋
9
2
・12－12・1＋18 ＝

23
2

よって極大値は 74，極小値は 
23
2
　　……（答）

⑵

ak ＝
24

k＋1
，ak＋1 ＝

24
k＋2

，ak ak＋1 ＝
242

（k＋1）（k＋2）
＝ 242（ 1

k＋1
－

1
k＋2 ）

初項から第 n 項までの和を考えると
n

∑
k＝1

ak ak＋1 ＝ 242
n

∑
k＝1
（ 1

k＋1
－

1
k＋2 ）

＝ 242｛（ 1
2

－
1
3 ）＋（ 1

3
－

1
4 ）＋……＋（ 1

n＋1
－

1
n＋2 ）｝

＝ 242（ 1
2

－
1

n＋2 ）＝ 242・（n＋2－2）
2（n＋2）

＝
12・24・n

n＋2

n ＝ 22 のとき
22

∑
k＝1

ak ak＋1 ＝
12・24・22
22＋2

＝
12・22

1
＝ 264　　……（答）

⑵

2

数列｛bn｝は等差数列であるから

公差を d とすると一般項 bn は bn ＝ b1＋（n － 1）d とかける。

a2 ＝ 8，a7 ＝ 3 より b2 ＝
1
8
，b7 ＝

1
3

　　　 　b1＋d ＝
1
8

 ……①

b1＋6d ＝
1
3

 ……②

②－①より 5d ＝
1
3
－

1
8

＝
5
24

，　　d ＝
1
24

①に代入して  b1＋
1
24

＝
1
8
，　　b1 ＝

1
12

bn ＝
1
12

＋（n－1）・
1
24

＝
n＋1
24

　となるから　an ＝
24

n＋1
　　……（答）

an が整数の値をとるためには，自然数 n に対して n＋1が 24 の約数となればよい。

24 ＝ 23・3 より，24 の約数は 1，2，3，4，6，8，12，24

ここで n が自然数であることに注意すると

a1 ＝ 12，a2 ＝ 8，a3 ＝ 6，a5 ＝ 4，a7 ＝ 3，a11 ＝ 2，a23 ＝ 1　　……（答）

⑴3
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